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昭
和
六
十
二
年
十
月

欠
失
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
今
回
、
基
壇
、
台
座
、
碑
身
の
修
理
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
修
理
工
事
は
、
那
覇
市
が
典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
御
嶽
奉
賛
会
会
長
仲
松
恵
爽
氏
か
ら
寄
付
金
二

0
0万
円
を
受
け
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
か
ら
同

こ
こ
に
そ
の
竣
工
を
心
か
ら
喜
ぶ
と
共
に
、
本
工
事
施
工
に
際
し
、
御
指
導
、
御
援
助
を
い
た
だ
い
た
興
那
覇
勢
頭
豊
見
親
御
嶽
奉
賛
会
及
び
工
事
関

係
者
各
位
に
対
し
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
報
告
書
は
工
事
の
概
要
、
関
係
資
料
、
記
録
写
真
、
図
面
等
を
集
録
し
将
来
の
参
考
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

年
十
月
に
か
け
て
総
事
業
費
四

0
0万
余
円
を
以
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
旧
跡
碑
も
今
次
大
戦
で
甚
だ
し
く
損
傷
を
受
け
た
た
め
、

見
親
（
白
川
氏
の
祖
）
の
居
住
跡
に
、

序

文

那

覇

市

長

親

泊

康

晴

一
三
九

0
年
（
察
度
四
十
一
）
中
山
王
に
は
じ
め
て
朝
貢
し
た
典
那
覇
勢
頭
豊

一
七
六
七
年
（
尚
穆
十
六
）
九
月
、
豊
見
親
の
子
孫
に
よ
っ
て
旧
泊
村
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
で
あ
り
ま
す
。

一
九
六

0
年
子
孫
と
郷
友
の
人
々
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
然
し
、
碑
の
上
部
は

典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑
は
、
那
覇
市
字
上
之
屋
に
所
在
し
、



昭
和
六
十
二
年
十
月

こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
‘
子
孫
を
代
表
し
て
の
謝
辞
と
致
し
ま
す
。

び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
那
覇
市
御
当
局
、

謝

辞

泰

川

恵

白
川
氏
正
統
二
十
二
世

工
事
関
係
者
並
び
に
御
芳
志
と
御
寄
贈
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

吾

典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
曹
跡
碑
が
那
覇
市
の
主
宰
に
よ
り
今
回
復
元
建
立
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
私
共
子
孫

一
同
晴
れ
が
ま
し
く
も
、
心
か
ら
喜

な
お
、
こ
れ
を
機
会
に
し
て
白
川
氏

一
統
始
祖
の
遺
徳
を
大
事
に
守
り
、
相
扶
け
相
励
ま
し
て
心
を
―
つ
に
し
、
社
会
に
奉
仕
し
て
参
り
ま
す
こ
と
を



（
那
覇
市
文
化
財
調
査
審
議
会
委
員
）

第
二
章
…
…
…
…
…
…
…
又

吉

真

（
那
覇
市
文
化
財
調
査
審
議
会
会
長
）

第
一
章
…
…
…
…
…
…
•
•
•
島尻
勝

太

郎

那
覇
市
教
育
委
員
会

五
、
執
筆
分
担
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
、
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
今
回
の
工
事
の
概
要
の
ほ
か
、
歴
史
的
資
料
、

三
、
記
録
保
存
図
は
す
べ
て
掲
載
し
た
。
写
真
は
竣
工
、
修
理
前
、
工
事

て
行
な
わ
れ
た
那
覇
市
指
定
文
化
財
史
跡
典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧

写

真

文

化

課

四
、
本
文
、
図
面
と
も
表
示
寸
法
は
メ
ー
ト
ル
を
使
用
し
た
。

図

面

般

建

築

士

又

吉

真

碑
文
の
拓
本
（
写
真
）
等
を
掲
載
し
た
。

中
の
う
ち
の
一
部
を
掲
載
し
た
。

（
那
覇
市
文
化
財
調
査
審
議
会
委
員
）

跡
碑
の
保
存
修
理
事
業
の
報
告
書
で
あ
る
。

間

麗

進

（
那
覇
市
教
育
委
員
会
文
化
課
）

一
、
こ
の
報
告
書
は
典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
御
嶽
奉
賛
会
の
寄
付
金
を
受
け

例

言

第
三
章
…
…
…
…
…
…
…
具

第
四
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…
…
…
…
…
崎

志

真

孝
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人
間
世
界
に
は
富
貴
の
者
も
貧
賎
の
者
も
い
る
が
、
貧
賎
だ
か
ら
と
い
っ

と
を
知
り
、
あ
の
世
か
ら
こ
の
世
に
綱
を
渡
し
、

そ
れ
を
伝
っ
て
帰
ら
せ
、

が
、
あ
の
世
の
王
は
、
典
那
覇
が
ま
だ
若
く
、
又
正
し
い
者
で
あ
っ
た
こ

で
ひ
ん
死
の
重
傷
を
負
っ
た
が
幸
に
蘇
生
し
た
と
考
え
ら
れ
、
滅
亡
し
た

諸
方
に
逃
げ
散

っ
た
と
い
う
。
」
こ
の
物
語
と
前
の
ニ
ー
リ
と
を
重
ね
合

せ
る
と
、
典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
は
、
こ
の
典
那
覇
原
軍
の
残
党
で
、
戦
争

対
し
、
あ
の
世
、
後
生
の
意
）

に
追
い
や
ら
れ
た
。

つ
ま
り
殺
害
さ
れ
た
た
の
で
、
勢
を
も
り
返
し
遂
に
典
那
覇
原
軍
は
大
敗
し
て
、

そ
の
残
軍
は

頃
、
彼
を
猜
み
憎
む
人
の
為
に
「
に
い
ら
島
」
（
こ
の
世
、

あ
ろ
う
島
に

こ
の
中
山
朝
貢
以
前
に
つ
い
て
、
典
那
覇
に
関
す
る
史
料
は
全
く
な
い
。

し
か
し
宮
古
の
各
地
に
「
興
那
覇
勢
頭
豊
見
親
の
ニ
ー
リ
」
と
い
う
古
謡

が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
む
い
か
越
典
那
覇
よ
、
典
那
覇

る
盛
加
井
の
附
近
或
は
そ
の
向
う
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
、
そ
こ
に
興
那

覇
は
生
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
歌
で
は
続
い
て
、
典
那
覇
が
二
十
才

で
追
落
さ
れ
、
も
は
や
最
後
と
思
う
時
、
目
黒
盛
の
か
つ
て
飼

っ
て
い
た

し
ど
と
よ
み
や
と
」
と
歌
い
出
さ
れ
、
「
む
い
か
越
」
は
平
良
の
東
に
あ

い
う

一
間
切
が
あ
り
、
そ
こ
の
主
は
佐
多
大
人
と
い
う
者
で
、
千
人
の
強

目
黒
盛
豊
見
親
と
い
う
仁
徳
の
領
主
が
い
て
、
境
域
を
固
く
守
っ
て
い
た
。

典
那
覇
は
ら
軍
は
、
こ
れ
を
も
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
、

そ
の
油
断
を
伺
い
急

猛
犬
が
現
わ
れ
て
敵
軍
を
噛
み
ま
わ
り
、
更
に
援
軍
が
北
方
か
ら
現
わ
れ

兵
を
支
配
し
、
暴
虐
で
附
近
の
村
々
を
攻
め
滅
し
た
。
平
良
の
西
方
に
は

『
球
陽
』
（
一
七
四
五
年
成
立
）

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

次
』
（
一
七
四
八
年
成
立
）

や

の
始
頃
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宮
古
で
は
平
良
の
東
に
11

典
那
覇
は
ら
“
と

『
中
山
世
謹
』
（
一
七
二
五
年
成
立
）
、

た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
又、

『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
に
は
、
「
十
四
世
紀

九
0

)

、
中
山
王
察
度
の
四
十

一
年
で
あ
る
こ
と
は
、

『
宮
古
島
記
事
仕

あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
の
洪
武
二
十
三
年
(
-
三

典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
は
、
宮
古
と
し
て
始
め
て
中
山
に
服
属
し
た
人
で

第
一
節 第

異
那
覇
勢
頭
豊
見
親
朝
貢
の
目
的

て
軽
ん
ず
る
な
と
教
訓
し
た
。
典
那
覇
は
白
川
浜
で
砂
上
に
船
を
造
り
、

寅
の
方
に
船
出
し
た
。
星
を
便
り
に
し
て
航
海
し
、
太
陽
の
昇
る
こ
ろ
、

ニ
イ
ラ
の
王
の
お
か
げ
で
宮
古
の
島
を
立
て
な
お
し
た
」
と
終
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
典
那
覇
が
白
川
浜
か
ら
船
出
し
て
中
山
に
朝
貢
し
た
こ
と
を
歌
っ

襲
し
た
。
不
意
を
う
た
れ
た
目
黒
盛
軍
は
多
勢
に
無
勢
、
次
第
に
海
際
ま

章
輿
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑
に
つ
い
て

- 1-



島
す
る
時
に
は
王
城
内
で
盛
宴
を
賜
わ
っ
た
。
彼
等
の
住
ん
だ
宅
中
に
は

ら
王
城
に
至
る
ま
で
布
を
し
き
、
貢
物
を
捧
げ
て
朝
観
し
た
。
彼
等
は
帰

家
郷
を
離
れ
、
毎
夜
火
立
屋
に
登
り
、
遥
か
に
故
郷
を
望
み
て
、
或
は

不
便
で
あ
る
の
で
、
興
那
覇
勢
頭
に
伶
悧
な
者
二
十
名
を
選
ば
せ
泊
御
殿

せ
た
。
と
こ
ろ
が
宮
古
の
人
達
は
琉
語
に
通
じ
な
い
者
が
多
く
、
何
か
と

で
琉
語
を
学
習
さ
せ
た
。
彼
等
は
三
年
で
言
語
が
通
じ
た
の
で
、
泊
村
か

年
間
に
も
尚
お
其
井
有
り
。
其
の
旧
宅
は
今
も
、
火
立
屋
の
下
高
真
佐

利
屋
原
に
在
り
。
豊
見
親
の
践
伴
、
名
は
高
真
佐
利
屋
と
叫
ぶ
、
遠
く

阿
屋
具
を
唱
い
、
或
は
歌
を
味
む
。
是
に
由
り
て
村
人
、
旧
宅
近
辺
の

典
那
覇
勢
頭
が
中
山
に
来
る
と
、
王
は
彼
等
一
行
を
泊
御
殿
に
留
在
さ

す
。
将
に
本
島
に
回
ら
ん
と
す
る
や
王
城
に
召
入
し
て
盛
宴
を
賜
い
以

よ
り
王
城
に
至
る
ま
で
、
路
中
布
を
席
し
恭
し
く
貢
物
を
捧
げ
て
朝
観

族
字
（
名
乗
頭
）
が
決
め
ら
れ
た
の
も
同
様
で
あ
る
。
興
那
覇
勢
頭
豊
見

親
の
子
孫
は
、
典
那
覇
が
白
川
浜
か
ら
船
出
し
て
朝
貢
し
た
縁
由
に
よ
っ

て
白
川
姓
を
名
乗
り
、
族
字
は
恵
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
白
川
氏
家
譜
は
、

典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
十
二
世
の
恵
治
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
典
那
覇
勢
頭
は
、
童
名
は
真
佐
久
、
生
卒
不
伝
、
父
母
も
不
詳

で
あ
り
、
或
は
天
人
の
子
と
い
う
と
書
い
て
い
る
。
典
那
覇
勢
頭
が
中
山

に
朝
貢
し
て
泊
に
滞
在
し
て
い
た
時
の
こ
と
は
、
家
譜
と
碑
文
の
記
事
に

よ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
、
太
明
洪
武
二
十
三
年
庚
午
、
始
め
て
中
山
に
帰
順
す
。
先
王
察
度
深

い
つ
く

＜
憔
し
み
て
優
待
す
。
然
れ
ど
も
言
語
通
ぜ
ず
。
是
に
由
り
て
泊
村
に

留
置
す
る
こ
と
共
計
―
―
一
年
な
り
。
已
に
言
語
相
通
ず
る
に
及
び
、
泊
村

て
回
ら
し
む
。
此
よ
り
撫
射
し
て
誠
を
輸
し
、
愈
愈
臣
職
を
務
め
、
貢

献
憬
ら
ず
と
云
。
爾
の
時
八
重
山
を
領
す
。

一
、
豊
見
親
、
泊
村
に
留
在
す
る
宅
中
、
井
を
穿
ち
て
水
を
用
う
。
泉
年

ご
と
に
且
つ
清
く
、
村
人
其
の
井
を
称
し
て
豊
見
親
井
と
叫
ぶ
。
康
煕

（表）

七
二
九
）
で
あ
っ
た
。
沖
縄
本
島
の
氏
族
の
一
字
姓
と
は
変
り
、
覆
姓
で

第
三
節

奥
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑
文
読
み
下
し

宮
古
で
役
人
に
家
譜
の
編
集
が
許
さ
れ
た
の
は
、
尚
敬
王
十
七
年
（

第
二
節
奥
那
覇
勢
頭
豊
見
親
の
朝
貢

近
の
地
を
高
真
佐
利
屋
原
と
よ
ん
だ
と
い
う
。

登
っ
て
故
郷
を
望
み
、
あ
や
ぐ
を
歌
っ
た
り
し
た
の
で
、
村
人
は
そ
の
附

『
宮
古
庶
民
史
』
も
そ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

浜
か
ら
船
出
し
て
中
山
に
朝
貢
し
た
と
思
わ
れ
る
。
『
宮
古
史
伝
』
や

一
族
の
勢
力
を
挽
回
す
る
為
に
、
大
国
中
山
に
頼
る
こ
と
を
考
え
て
白
川

井
戸
が
掘
ら
れ
た
が
井
戸
水
が
良
質
だ
っ
た
の
で
村
人
は
こ
れ
を
豊
見
親

井
と
よ
ん
だ
。
又
、
豊
見
親
の
供
の
者
に
高
真
佐
利
屋
と
い
う
者
が
い
て
、

故
郷
が
遠
く
離
れ
て
い
る
の
で
望
郷
の
念
に
か
ら
れ
、
毎
夜
、
火
立
屋
に
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志
を
続
ぎ
其
の
事
を
な
し
遂
げ
ょ
。
是
れ
即
ち
子
孫
の
子
孫
た
る
所
以

雖
も
、
此
の
如
き
の
病
を
得
て
其
志
を
遂
げ
ず
。
爾
等
、
能
く
父
祖
の

泰
久
王
代
、
尚
円
王
代
に
も
朝
貢
し
、

三
世
能
知
伝
盛
大
親
恵
照
は
尚
真

遂
に
其
伝
を
失
う
こ
と
無
き
能
わ
ず
。
故
に
正
統
の
裔
孫
頭
目
•
平
良

親
雲
上
恵
治
、
嫡
子
頭
目
平
良
親
雲
上
恵
通
に
嘱
し
て
、
拝
礼
の
所
を

修
造
せ
し
め
ん
と
す
。
奈
ん
せ
ん
恵
通
、
眼
病
に
か
4

り
て
其
の
志
を

遂
げ
ず
。
恵
通
も
亦
、
子
弟
に
嘱
し
て
曰
く
。
我
、
父
の
命
を
承
く
と

に
よ
っ
て
中
山
始
め
て
強
し
と
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
三
山
対
立

増
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
白
川
氏
二
世
の
大
立
大
殿
恵
幹
は
尚

王
代
に
朝
貢
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
宮
古
の
中
山
服
属
は
、
中
山
の

し
て
抗
争
し
て
い
る
頃
で
あ
り
、
宮
古
の
服
属
は
中
山
の
威
を
多
少
と
も

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
中
山
世
譜
』
は
宮
古
の
服
属
を
記
し
て
、

こ
れ

と
は
、
豊
見
親
旧
跡
の
係
る
所
な
り
。
若
し
其
の
由
来
を
記
さ
ざ
れ
ば
、

那
覇
勢
頭
の
勢
力
の
及
ぶ
範
囲
、

又
は
そ
の
一
族
だ
け
の
朝
貢
で
あ
っ
た

一
、
琉
球
貢
船
、
或
は
宮
古
島
に
瓢
至
す
る
こ
と
有
る
に
因
り
て
、
豊
見

つ

か

い

か

親
、
王
国
有
る
こ
と
を
知
り
、
小
、
大
に
事
え
ん
と
す
。
奈
ん
せ
ん
方

い

さ

さ

お

こ

た

位
を
知
ら
ず
。
左
思
右
想
し
て
其
心
捲
捲
と
し
て
些
か
も
塀
ら
ず
。
一

ひ
き

日
衆
を
領
い
て
白
川
浜
に
下
り
、
砂
を
以
て
船
の
模
様
を
造
り
、

祭
品

を
備
え
て
絹
旗
を
立
て
、
以
て
許
願
を
致
す
。
誠
心
天
に
通
じ
、
其
夜
、

曙
け
ん
と
し
て
絹
頒
寅
を
指
す
。
明
星
の
下
、
錦
雲
騰
登
す
。
豊
見
親

今
、
照
屋
筑
登
之
請
地
と
な
る
。
今
般
、
其
の
地
内
、
長
さ
一
丈
二
尺
、

横
六
尺
を
請
い
求
め
、
子
孫
拝
礼
の
所
を
修
造
す
。
其
の
旧
宅
と
井
泉

の
者
な
り
。
幸
に
今
年
恵
治
第
五
子
恵
若
、
御
用
布
を
宰
領
し
て
上
国

を
修
造
し
並
に
碑
記
を
立
つ
。

乾
隆
三
十
二
年
丁
亥
九
月
吉
旦
正
統
恵
政
謹
立

で
あ
る
恵
若
が
、
子
孫
拝
礼
の
所
を
修
造
し
碑
を
立
て
た
と
書
い
て
い
る

の
に
、
正
統
恵
政
謹
立
と
し
て
あ
る
の
は
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。
恵
政

は
十
八
世
で
道
光
五
年
(
-
八
二
五
）
の
生
れ
で
あ
り
、
乾
隆
三
十
二
年

典
那
覇
勢
頭
が
ニ
―
―
九

0
年
に
朝
貢
す
る
と
、
察
度
王
は
こ
れ
を
賞
し

て
宮
古
の
主
長
と
し
た
と
白
川
氏
家
譜
に
は
記
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
こ

の
時
代
宮
古
が
統
一
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
中
山
朝
貢
も
典

其
近
辺
は
畠
地
と
な
り
、

且
つ
村
と
隔
た
る
。
遂
に
荒
涼
崩
廃
す
。
現

豊
見
親
井
は
、
康
熙
年
間
に
至
る
も
村
人
尚
お
相
用
う
る
あ
り
。
今
、

第
四
節
異
那
覇
勢
頭
豊
見
親
中
山
朝
貢
の
評
価

（

裏

） 即
ち
王
国
所
在
の
処
を
知
り
、
始
め
て
来
朝
す
云
云
゜

に
は
ま
だ
生
れ
て
も
い
な
い
。

右
碑
、
本
文
に
よ
れ
ば
十
二
世
恵
治
の
五
子
で
あ
り
十
三
世
恵
通
の
弟

り。

す
る
の
便
に
因
り
、
泊
村
の
尊
老
人
等
に
票
明
し
以
て
子
孫
拝
礼
の
所

地
を
称
し
て
、
高
真
佐
利
屋
原
と
叫
ぶ
。
今
に
至
る
ま
で
尚
お
其
名
有
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与

那

覇

勢

頭

豊

見

親

逗

留

旧

跡

年
間
尚
有
其
井
其
旧
宅
今
在
火
立
屋
之
下
高
真
佐
利
屋
原
豊
見
親
眼
伴
名
叫

泊
村
至

て
い
え
ば
、
十
四
世
紀
以
前
は
、
各
地
に
小
豪
族
が
小
城
を
築
い
て
割
拠

し
、
相
争
っ
て
争
乱
が
絶
え
な
か
っ
た
様
は
『
旧
記
』
に
よ
っ
て
伺
え
る
。

統
一
の
方
向
に
進
み
、
や
が
て
尚
真
王
代
に
は
強
固
な
支
配
体
制
が
生
れ

見
親
、
深
く
騒
動
兵
乱
、
民
塗
炭
に
陥
る
を
念
い
聖
国
に
来
享
し
て
徳
政

に
沐
浴
し
、
仁
風
に
涵
勝
し
て
以
て
人
民
を
安
ん
ぜ
ん
」
と
し
て
中
山
に

朝
貢
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
山
朝
貢
は
結
果
と
し
て
戦
乱
を
終
息

八
参
考
資
料
＞

一
大
明
洪
武
二
十
三
年
庚
午
始
帰
順

先
王
察
度
深
抽
優
侍
然
而
言
語
不
通
由
是
留
置
泊
村
共
計
三
年
巳
及
言
語
相
通
自

王
城
路
中
席
布
恭
捧

朝
観
将
回
本
嶋
召
入
王
城
賜
盛

宴
以
遣
回
従
此
撫
射
輸
誠
愈
務
臣
職
貢
献
不
憬
云
繭

疇
疇
八
口
瓢

一
豊
見
親
留
在
泊
村
宅
中
穿
井
用
水
泉
甘
且
清
村
人
称
其
井
叫
豊
見
親
井
康
熙

貢
物 中

山

便
稟
明
泊
村
尊
老
人
等
以
修
造
子
孫
拝
礼
之
所
並
立
碑
記

（

表

）

典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑
文
の
原
文

も
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
。
（
島
尻
勝
太
郎
）

乾
隆
三
十
二
年
丁
亥
九
月
吉
旦
正
統
恵
政
謹
立

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
又
琉
球
全
島
の
統
一
へ
の
道
を
開
い
た
と
見
る
こ
と

た
の
で
あ
る
。
興
那
覇
勢
頭
の
中
山
服
属
を
、
『
球
陽
』
で
は

「
勢
頭
豊

（

裏

）

旗
以
致
許
願
誠
心
通
天
其
夜
将
曙
絹
旗
指
寅
明
星
之
下
錦
雲
騰
登
豊
見
親
即

け
れ
ど
も
大
国
に
服
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
威
力
の
下
に
次
第
に

村
人
称
旧
宅
近
辺
之
地
叫
高
真
佐
利
屋
原
至
今
尚
有
其
名

全
島
統
一
へ
の
道
を
開
い
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
。
宮
古
に
つ
い

高
真
佐
利
屋
遠
離
家
郷
毎
夜
登
火
立
屋
遥
望
故
郷
或
唱
阿
屋
具
或
瞭
歌
由
是

一
琉
球
貢
船
或
因
有
諷
至
宮
古
嶋
豊
見
親
知
有
王
国
要
小
事
大
奈
不
知
方
位
左

思
右
想
其
心
倦
倦
不
些
解

一
日
領
衆
下
白
川
浜
以
砂
造
船
模
様
備
祭
品
立
絹

知
王
国
所
在
之
処
始
来
朝
云
云

豊
見
親
井
至
康
熙
年
間
村
人
尚
有
相
用
今
其
近
辺
為
畠
地
且
与
村
隔
遂
荒
涼

崩
廃
現
今
為
照
屋
筑
登
之
請
地
今
般
請
求
其
地
内
長
一
丈
二
尺
横
六
尺
修
造

子
孫
拝
礼
之
所
其
旧
宅
与
井
泉
豊
見
親
旧
跡
之
所
係
也
若
不
記
其
由
来
遂
不

能
無
失
其
伝
故
正
統
之
裔
孫
頭
目
平
良
親
雲
上
恵
治
嘱
嫡
子
頭
目
平
良
親
雲

上
恵
通
要
使
修
造
拝
礼
之
所
奈
恵
通
適
泊
眼
病
不
遂
其
志
恵
通
亦
嘱
子
弟
曰

我
雖
承
父
命
而
得
如
此
之
病
不
遂
其
志
繭
等
能
続
父
祖
之
志
遂
成
其
事
是
即

子
孫
之
所
以
為
子
孫
者
也
幸
今
年
恵
治
第
五
子
恵
若
因
宰
領
御
用
布
上
国
之

原
形
碑
拓
本

・
『

琉

球

国

碑

文

記

』

）

一
碑
文
に
生
き
る
伝
統

・
『
沖
縄
文
化
の
研
究
』
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宮
古
の
典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宮
古
の
首
長
に
任
ぜ

い
る
。

あ
っ
た
。
ま
た
建
立
敷
地
も
戦
前
の
位
置
よ
り
上
部
の
傾
斜
地
に
変
っ
て

め
て
強
し
。
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
戦
災
を
受
け
、
碑
身
の
上
部
半
分
は
失
な
わ
れ
、
台
座
も
滅

は
泊
公
館
か
諸
島
を
管
轄
し
て
い
た
頃
の
史
料
で
あ
る
。

嶋
に
諷
至
す
。
時
に
乃
ち
二
島
の
人
、
琉
球
の
事
大
の
礼
を
行
ふ
を
見
、

山
、
前
に
使
を
遣
は
し
て
入
京
せ
し
む
。
其
の
使
臣
、
風
を
被
り
て
彼
の

地
を
買
求
め
、
拝
礼
の
場
所
と
し
た
。
碑
の
文
面
に
よ
れ
ば
子
孫
の
恵
治

指
定
年
月
日

琉
球
の
正
史
で
あ
る
『
球
陽
』
の
察
度
王
四
十
一
年
(
-
三
九

0
年）

の
条
に
、
「
四
十
一
年
、
宮
古
、
八
重
山
、
始
め
て
来
朝
し
入
貢
す
。
中

各
管
属
の
島
を
率
ゐ
、
臣
と
称
し
て
貢
を
納
る
。
是
れ
に
由
り
て
中
山
始

ら
れ
た
。
典
那
覇
は
泊
に
住
わ
さ
れ
た
が
そ
の
時
言
葉
が
通
ぜ
す
、
そ
こ

で
宮
古
か
ら
同
行
し
た
者
の
中
か
ら
二
十
名
を
え
ら
ん
で
琉
球
語
を
学
ば

覇
の
子
孫
が
、
縦
約
三

・
六

m
（
二
間
）
、
横
約
一

・
八

m
（
一
間
）
の

の
遺
志
で
、
そ
の
子
の
恵
通
が
建
て
よ
う
と
し
て
果
せ
ず
、
恵
治
の
第
五

子
が
上
国
の
時
に
こ
の
碑
文
を
建
立
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
文

失
し
戦
後
下
半
分
の
碑
身
を
コ
ソ
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
台
座
に
据
え
て

昭
和
五
十
一
年
四
月
十
六
日

そ
の
後
、
そ
の
屋
敷
跡
は
荒
れ
、
転
々
と
人
手
に
渡
っ
た
の
で
、
典
那

所

在

地

那

覇

市

上

之

屋

二

0

る。

種

別

史

跡

名

称
典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑

市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

第
二
章

五
十
一
年
四
月
十
六
日
に
、
那
覇
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
史
跡
と
し
て
、

典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑
は
、
左
記
の
理
由
に
よ
っ
て
、
昭
和
国
頭
、
先
島
地
方
の
船
泊
所
で
、
泊
公
館
が
設
け
ら
れ
、
諸
島
を
管
轄
さ

第

一

節

指

定

せ
た
。
彼
等
は
三
年
で
言
葉
が
通
じ
た
と
い
う
。
泊
港
は
、
大
島
諸
島
や
、

せ
た
の
で
、
典
那
覇
も
こ
こ
に
住
い
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ

た

か

ま

さ

り

れ
て
い
る
。
興
那
覇
の
従
者
に
高
真
佐
利
と
い
う
者
が
い
て
、
故
郷
を
思

う
あ
ま
り
、
火
立
屋
に
登
っ
て
故
郷
を
の
ぞ
み
、
宮
古
の
ア
ヤ
ゴ
を
歌
っ

て
い
た
の
で
、

そ
の
付
近
は
高
真
佐
利
屋
原
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
わ
れ

輿
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑
の
概
要
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曰 に）

碑
身
と
台
座
を
含
め
た

台
座
は
琉
球
石
灰
岩

H

碑
身
は
輝
石
安
山
岩

総
高
さ

高

ニ

・
一
六
五

m

さ

0
・
八

0
0
m

奥

行

0
・
九
0
0
m

横

幅

厚

さ

0
・
 

I
 

0
0
m
 

-
•
四
0
0
m

幅

0
•

五
二
0
m

高

さ

一
・
三
六
五

m

島
産
の
輝
石
安
山
岩
を
用
い
、
台
座
は
琉
球
石
灰
岩
と
し
た
。

岩
（
ニ
ー
ビ
ヌ
フ
ニ
ー
）
は
調
達
不
可
能
の
た
め
、
代
替
品
と
し
て
久
米

碑
文
の
構
造
形
式
を
踏
襲
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
碑
身
用
の
細
粒
砂

構
造
に
つ
い
て
は
、

旧
王
朝
時
代
の
王
府
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
公
的

旧
王
朝
時
代
の
逗
留
旧
跡
碑
の
旧
姿
に
近
い
状
態
に
な
る
よ
う
努
め
た
。

財
の
崇
元
寺
下
馬
碑
の
台
座
を
参
考
に
し
て
寸
法
を
割
出
し
た
。

曰

台
座
は
、
碑
身
寸
法
と
ほ
ぽ
同
寸
法
に
近
い
碑
文
で
、
県
指
定
文
化

口
碑
身
幅
と
厚
さ
は
、
残
存
す
る
碑
身
と
同
一
と
し
た
。

H

碑
身
の
高
さ
は
、
戦
前
の
碑
文
拓
本
に
よ
っ
て
割
出
し
た
。

復
元
規
模
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
資
料
検
討
を
行
な
っ
た
。

道
路
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
階
段
に
よ
っ
て
接
続
さ
れ
て
い
る
。

接
し
た
傾
斜
地
に
凡
そ
八
ニ

・
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
で
、
下
方
の

姿
に
復
し
た
。
（
又
吉

真一―-)

碑
文
の
建
立
地
は
上
之
屋
の
浄
水
池
の
南
斜
面
で
泊
二
丁
目
の
北
側
に

以
上
の
よ
う
な
規
模
と
構
造
を
も
っ
て
復
元
し
、

第
二
節
規
模
と
構
造

四

ほ
ぽ
創
建
当
初
の
容

台
座
周
辺
の
縁
石
と
敷
石
は
琉
球
石
灰
岩
を
用
い
た
。
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し
た
。
工
事
は
請
負
工
事
と
し
て
実
施
し
た
。

II 

文

化

係

長

一
級
建
築
士
又
吉
真
三
氏
に
委
託

東
恩
納
隆
栄

委
員
会
文
化
課
が
行
っ
た
。
設
計
は
、

那
覇
市
教
育
委
員
会
文
化
課

文

化

課

長

天

久

匡

工
事
を
施
工
す
る
に
あ
た
り
、
工
事
事
務
、
工
事
監
理
は
那
覇
市
教
育

II 

II 

末
吉

栄

第
二
節

工
事
の
組
織

” 

II 

知

念

勇

II 

II 

宮
里

山
岩
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

II 

II 

名
嘉

順
一

朝
光

II 

II 

が
困
難
な
た
め
中
国
産
輝
緑
岩
（
調
達
不
可
能
）
か
ら
久
米
島
産
輝
石
安

新

城

和

治

II 

II 

の
材
質
を
当
初
細
粒
砂
岩
（
ニ

ー
ビ
の
骨
）
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
調
達

宮

城

長

信

II 

II 

慶
田

喜

同
旧
跡
碑
の
修
理
工
事
方
針
に
つ
い
て
は
、

一
部
変
更
か
あ
り
、
碑
身

” 

” 

嘉
手
川
重
喜

画
を
立
て
、
今
回
の
実
施
に
い
た
っ
た
。

” 

II 

崎

間

麗

進

さ
っ
そ
く
那
覇
市
は
、
こ
れ
を
受
け
て
同
旧
跡
碑
復
元
に
向
け
て
修
理
計

II 

委

員

又
吉

” 

副

会

長

那
覇
市
文
化
財
調
査
審
議
委
員
会
会

長

島

尻

勝

太

郎

第
三
章

修
理
工
事
の
概
要

工
事
の
経
過

興
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
破
壊
さ
れ
、

が
消
滅
し
て
お
り
、
残
存
し
て
い
る
碑
も
文
字
が
摩
耗
し
て
い
る
た
め
、

一
九
八
六
年
典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
御
嶽
奉
賛
会
会
長
仲
松
恵
爽
氏
か
ら
同

旧
跡
碑
復
元
の
た
め
に
那
覇
市
へ
修
理
計
画
に
つ
い
て
要
請
が
あ
っ
た
。

真
栄
平
房
敬

真―――

教

育

長

山
田

義

良

一
九
六

0
年
一
族
と
郷
友
の
人
々
に
よ
っ
て
再
建
し
た
が
、
碑
の
上
半
分

市

長

事
業
者

第
一
節

工
事
関
係
者
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

那

覇

市

親

泊

康

晴
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（
石
材
提
供
）

合
資
会
社
沖
縄
大
理
石
テ
ラ
ゾ

ー

” ” II ” ” II ” II II II ” II II 

請
負
者
金
秀
建
設
株
式
会
社

設
計
者

II 

那
覇
市
教
育
委
員
会
文
化
課

代

表

者

神

谷

厚

雄

石

II II II II II II II 

工

新

垣

次

郎

上
原

晃

新

城

安

彦

嘉
陽
田
朝
吉

雑

II 
那

覇 区

収

市

負

麟
担

分

入 金

ヽ ヽ

g ゜
昭
和
＇ 

Q 七 ノ‘

ヽ 十

g g 口
゜゚円 円 円

普

天

間

寛

（一）

収

入

上

原

磨

秀

二
、
工
事
費

幸
良

大
城

善
和 彰

昭

和

六

十

二

年

度

石

エ

棟

梁

上

江

洲

由

郎

碑

及

び

台

座

‘

一

昭

和

六

十

二

年

一

昭

和

六

十

二

年

基

壇

六

月

三

十

日

十

月

三

十

一

日

（
碑
文
）

年

度

工
事
種
目

着

手

完

了

彫

刻

上
江
洲
由
郎

一
、
実
施
期
間

（
碑
文
）

第
四
節

吉

峯

弘

祐

現
場
代
理
人

実
施
期
間
及
び
工
事
費

筆

耕

者

照

屋

昭

光

を
き
た
す
程
、
階
段
の
段
差
が
著
し
い
状
態
に
あ
っ
た
。

専
務
取
締
役

久
高
盛
宏
造
で
外
観
上
好
ま
し
い
状
態
で
は
な
く
、
碑
周
辺
部
の
道
は
歩
行
に
支
障

取
締
役
社
長

奥
間

一
行

一
級
建
築
士

以
前
か
ら
修
復
の
必
要
が
あ
っ
た
。
又
、
台
座
、
敷
石
部
分
も
ブ
ロ
ッ
ク

又
吉

真

が
消
滅
し
て
お
り
、
残
存
し
て
い
る
碑
も
文
字
が
摩
耗
し
て
い
る
た
め
、

主

事

具
志

真
孝

一
九
六

0
年
一
族
と
郷
友
の
人
々
に
よ
っ
て
再
建
し
た
が
、
碑
の
上
半
分

係

長

開

発

調

整

横

山

芳

春

第
三
節

典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
破
壊
さ
れ
、

破
損
状
況
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に） H

修
理
の
対
象
は
、
碑
身
及
び
台
座
、
基
壇
の
み
と
し
た
。

第
五
節
実
施
仕
様

設
計
費

③

委

託

費 印
刷
製
本
費

（四）

予
算
差
引
簿
、

工
事
工
程
表
、
工
事
日
誌
等
を
備
え
詳
細
か
つ
正

曰

帳

簿

消
耗
品
費

て
職
員
が
工
事
監
理
に
あ
た
っ
た
。

②

事

務

費 仮
設
工
事
費

撤
去
工
事
費

台
座
石
積
工
事
費

敷
石
工
事
費

碑
身
石
工
事
費

一
、
修
理
方
針

四、

0
三
七
、

0
0
0円

一
四
五
、

0
0
0円

五
五

0
、
0
0
0円

七

0
四
、
九

0
0円

三
九

0
、
0
0
0円

ニ
四
、

0
0
0円

1
0、
0
0
0円

一四、

0
0
0円

三
七
、

0
0
0円

三
七
、

0
0
0円

碑
身
及
び
台
座
、
基
壇
を
全
面
解
体
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

確
に
記
入
し
た
。

工
事
報
告
書

工
事
竣
工
後
、

三
、
工
事
仕
様

工
事
概
要
、
図
面
及
び
写
真
等
を
編
集
し
た
修
理

工
事
報
告
書
三

0
0部
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
、
今
後
の
文
化
財
復

元
の
参
考
に
資
す
る
た
め
で
あ
る
。

那
覇
市
教
育
委
員
会
文
化
課
で
事
務
を
遂
行
し
、

工
程
表
に
沿
っ

諸
経
費

口

工

事

事

務

雑
工
事
費

八
六
、

五
0
0円

規
を
参
照
と
し
て
工
事
を
運
営
し
た
。

一
、
三
六
五
、

0
0
0円

那
覇
市
文
化
財
保
護
条
例
、
那
覇
市
会
計
規
則
、
そ
の
他
関
係
法

七
三
四
、
六

0
0円

（一）

沖
展
会
員
（
書
道
部
審
査
員
）
吉
峯
弘
祐
氏
筆
に
よ
る
。

二
、
工
事
事
務

工
事
運
営
基
準

因
碑
文
の
書
体
は
、
表
は
拓
本
を
な
ぞ
り
、
裏
は
拓
本
に
似
せ
て
、

①
工
事
請
負
費

三
、
九
七
六
、

0
0
0円

固
基
壇
（
敷
石
）
は
、
切
り
石
小
叩
き
仕
上
げ
の
乱
れ
張
り
と
し
た
。

口

支

出

内

訳

（四）

台
座
、
基
壇
の
材
質
は
、
琉
球
石
灰
岩
と
し
た
。

合

計

曰
碑
身
の
材
質
は
、
久
米
島
産
輝
石
安
山
岩
と
し
た
。

の
基
礎
を
新
設
し
た
後
に
組
み
あ
げ
た
。
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因

石

工

事

整
理
し
監
督
者
の
指
定
し
た
場
所
に
格
納
整
理
し
た
。

解
体
材
は
す
べ
て
清
掃
後
、
各
部
材
毎
に
保
存
材
、
廃
棄
材
に
区
分

②

解

体

整

理

て
い
る
が
、
那
覇
市
教
育
委
員
会
文
化
課
に
保
管
す
る
。

行
っ
た
。

ク
リ

ー
ト
）
の
順
に
解
体
を
行
っ
た
。
な
お
、
碑
身
は
上
半
分
が
か
け

解
体
準
備
完
了
後
、
碑
身
、
台
座
今
ブ
ロ
ッ
ク
造
）
、

土
間
（
コ
ソ

囮

雑

工

事

①

解

体

れ
張
り
と
し
た
。

諸
工
事
完
了
後
、
不
用
材
を
搬
出
及
び
工
事
場
所
内
外
の
清
掃
を

因

撤

去

工

事

後
、
合
端
を
整
え
不
陸
の
な
い
よ
う
に
し
、
切
石
小
叩
き
仕
上
げ
の
乱

防
止
に
関
し
て
は
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
。

材
質
は
琉
球
石
灰
岩
と
し
た
。
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
造
の
基
礎
打
設

遣
方
は
杉
材
を
使
用
、
水
平
位
置
、
勾
配
等
に
留
意
し
た
。
危
険
③

基
壇
（
敷
石
）

四

仮

設

工

事

し
、
仕
上
げ
切
削
り
は
行
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
加
工
し
た
。

に
対
し
必
要
、
充
分
な
措
置
を
講
じ
た
。

い
を
行
い
、

又
は
荒
削
り
と
し
た
。
表
面
及
び
合
端
は
現
場
合
わ
せ
と

材
料
は
す
べ
て
監
督
者
指
定
の
場
所
に
保
管
し
、
火
炎
、
盗
難
等

を
踏
襲
し
た
。
石
材
の
表
面
は
小
叩
き
仕
上
げ
、
見
え
隠
れ
の
コ
ブ
払

曰

材

料

保

管

材
質
は
琉
球
石
灰
岩
と
し
た
。
加
工
は
石
割
図
に
従
っ
て
形
状
寸
法

用
し
た
。

②
 
台

座

一
切
の
材
料
は
、
す
べ
て
監
督
者
が
検
査
し
、
合
格
し
た
物
を
使

そ
の
後
、
彫
刻
を
施
し
た
。

口

材

料

検

収

り
、
裏
は
拓
本
に
似
せ
て
、
筆
耕
者
が
書
い
た
。

な
実
施
仕
様
を
定
め
て
施
行
し
た
。

切
断
後
、
研
摩
機
で
表
面
を
磨
き
、
碑
文
の
書
体
は
表
は
拓
本
を
な
ぞ

こ
の
仕
様
は
概
要
を
示
し
た
も
の
で
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
詳
細

H

総

則

材
質
は
久
米
島
産
輝
石
安
山
岩
と
し
た
。
加
工
は
原
石
を
切
断
機
で

①

碑

身
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（
拓
本
写
真
①
②
③
参
照
）

る
。
昭
和
一
―
―
十
年
早
々
に
復
元
さ
れ
た
も
の
に
「
よ
う
ど
れ
の
ひ
の
も

ん
」
が
あ
り
、
そ
の
末
文
に
「
こ
の
す
み
の
あ
さ
く
な
ら
ば
ほ
る
べ
し
」

に
分
け
ら
れ
る
が
、
公
的
な
も
の
は
、
碑
面
に
装
飾
が
な
さ
れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。
し
か
し
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
こ
れ
も
簡
略
さ
れ
て
い
る
。

個
人
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
碑
文
は
、

ほ
と
ん
ど
装
飾
が
な
い
。
そ
れ

で
も
い
く
つ
か
は
王
府
の
碑
に
な
ら
っ
て
日
輪
や
瑞
雲
の
え
が
か
れ
た
も

碑
頭
に
日
輪
や
瑞
雲
と
鳳
凰
、
文
面
の
周
囲
は
唐
草
や
菊
花
模
様
が
彫
ら

豊
見
親
の

旧
跡
に
つ
い
て
『
宮
古
島
旧
記
』
に
よ
る
と
「
勢
頭
豊
見
親

さ
れ
た
。

補
筆
を
得
て
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
碑
文
の
復
元
に
は
何
と
い
っ
て
も
拓
本
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ

る
の
が
原
則
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
復
元
さ
れ
た
碑
文
も
拓
本
が
活
用

が
、
そ
れ
も
拓
本
資
料
を
入
手
し
て
な
さ
れ
、
不
鮮
明
な
部
分
は
書
家
の

琉
球
王
府
時
代
に
建
立
さ
れ
た
碑
文
は
、
公
的
な
も
の
と
私
的
な
も
の

い
た
の
で
あ
る
。

那
覇
市
教
育
委
員
会
で
は
典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
御
嶽
奉
賛
会
の
協
力
を

石
碑
は
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
磨
滅
す
る
事
に
対
す
る
考
慮
が
な
さ
れ
て

か
れ
た
こ
と
も
信
仰
的
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
、
磨
滅
し
た
ら
彫
っ
て
読
め
る
よ
う
に
し
な
さ
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
に
太
腸
が
上
る
よ
う
に
な
り
、
沖
縄
島
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
云
々
」
（
『
平
良
市
史
』
）
と
彼
を
讃
え
る
中
に
太
陽
と
い
う
こ
と
ば
が

よ
く
出
て
く
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
逗
留
旧
跡
碑
に
日
輪
と
瑞
雲
が
描

得
て
「
典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑
」
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
た

戦
災
に
よ
り
失
わ
れ
た
碑
文
は
そ
の
後
、

い
く
つ
か
復
元
さ
れ
つ
つ
あ

宮
古
に
残
る
綴
[
J
那
覇
勢
頭
豊
見
親
ニ
ー
リ
に
「
明
け
の
明
星
が
上
り
、

典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑
は
上
部
が
欠
損
の
状
態
で
残
り
保
管
さ

れ
て
き
た
。

④
参
照
）

び
つ
け
て
太
陽
を
か
た
ど
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

（
拓
本
写
真

料
で
あ
る
が
、
去
る
沖
縄
戦
で
多
く
の
石
碑
な
ど
が
戦
災
で
失
わ
れ
た
。

碑
頭
の
中
央
部
に
円
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
沖
縄
の
太
陽
信
仰
と
結

碑
文
は
、
建
立
さ
れ
た
当
時
の
社
会
文
化
な
ど
を
知
る
上
に
貴
重
な
資

の
も
あ
り
、
典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑
は
そ
の
―
つ
で
あ
る
。

第
四
章
輿
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
碑
の
拓
本
に
つ
い
て

-11-



い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
（
崎
間
麗
進
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
復
元
碑
の
あ
る
一
帯
の
丘
で
、

ま
た
旧
場

念
や
み
難
く
丘
に
の
ぼ
っ
て
空
に
見
入
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

と
な
っ
て
い
る
。

上
国
の
際
三
年
間
滞
留
し
た
と
称
す
る
旧
跡
泊
御
殿
は
、
泊
村
薙
氏
伊
波

親
雲
上
の
屋
敷
で
あ
っ
て
、
内
に
豊
見
親
一
行
が
使
用
し
た
と
称
す
る
豊

見
親
井
と
い
う
の
が
あ
る
。
宮
古
か
ら
中
山
に
上
国
す
る
者
は
皆
こ
こ
に

参
詣
す
る
例
と
な
っ
て
い
た
が
、
後
照
屋
筑
登
之
親
雲
上
の
時
井
戸
を
埋

め
た
の
で
そ
の
跡
煙
滅
し
て
い
た
が
、
尚
穆
王
十
六
年
（
一
七
六
七
）

さ
れ
て
、

こ に

豊
見
親
の
後
裔
に
よ
っ
て
「
典
那
覇
勢
頭
豊
見
親
逗
留
旧
跡
」
碑
が
建
立

そ
の
遺
跡
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
」
（
『
平
良
市
史
』
第

一
巻
）

『
泊
誌
』
に
よ
る
と
「
宮
古
島
の
典
那
覇
豊
見
親
が
中
山
王
に
帰
順
し
、

こ
の
地
に
滞
留
し
た
時
、
従
者
に
高
真
佐
理
屋
と
い
う
の
が
い
て
望
郷
の

の
丘
の
こ
と
を
高
真
佐
理
（
た
か
ま
さ
い
）
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
」

所
は
そ
の
南
下
方
の
畑
の
中
に
位
置
し
、
戦
前
ま
で
碑
と
井
戸
が
残
っ
て

- 12-



拓本写真 ② 

「崇元寺下馬碑」 (1527年造）東の裏

(142, 0 X46, 0 X 10, 0) 

『金石文』沖縄県教育委員会（昭和60年

3月刊）より
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拓本写真 ① 

「玉御殿の碑文」 (1501年造）

(88, 0 X 30, 5 X 9, 0) 

『金石文』沖縄県教育委員会（昭和 60年

3月刊）より



拓本写真 ④ 

「尚豊王御代」 （察氏大宗墓碑）表

(123, Q X 52, Q X 14. 0) 

『金石文』沖縄県教育委員会（昭和 60年

3月刊）より
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拓本写真 ③ 

「勢理客橋碑」 （1691年造）表

(155, 0 X 40, 5 X 10, 5) 

『金石文』沖縄県教育委員会（昭和60年

3月刊）より
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3 旧跡碑正側面（東方より見る） 竣工

4 旧跡碑正側面（西方より見る） 竣工



5 旧跡碑右・側面 竣工

6 旧跡碑左・側面 竣工



7 碑文正面 竣工

拿t

8 碑文背面 竣工



9 旧跡碑正面全景 修理前

疇”へ
ヽ

一ー` 、 よ、

10 旧跡碑正側面（西方より見る） 修理前



ヽ

11 旧跡碑解体 工事中

12 旧跡碑およびデイゴの解体（撤去）終了 工事中



13 てん圧 工事中

14 基礎配筋工事 工事中



15 基礎工事（コンクリート流し込み） 工事中

16 台座組積 工事中



17 台座組積と基壇の敷設 工事中

18 基壇の敷設完了 工事中
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21 碑文の据えつけ 工事中

22 碑文の据えつけ完了 工事中
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